
小笠原諸島世界自然遺産　登録10周年記念事業一覧 資料6

番号 事業名（タイトル） 全体趣旨 事業項目 事業項目の内容 主催 場所 実施日・期間 対象者

記念式典 ・管理機関の挨拶（ビデオメッセージ、代読　他）

記念講演 ・小笠原に関連のある有識者・ゲストより小笠原の魅力を発信

トークセッション
・小笠原が持つ魅力を未来へ引き継いでいくために私たちができる
ことを改めて視聴者に考えてもらうきっかけ作りを目的として、講演
者・小笠原村関係者を交えたクロストーク

記念映像の放映
・小笠原世界自然遺産の紹介映像（10～15分）を放映する
・映像は既存データを用い、編集・音入れにより新たに製作

中継
・小笠原参加者は父島会場より参加。
・映像は都民ホールに拠点を設け、Youtubeにてオンライン配信。

（全体コンセプト）
・新宿御苑インフォメーションセンターにおいて、10月4日から24日ま
での20日間、以下の企画を実施。

記念パネル展 ・遺産登録から10年の歩みをパネルを新たに作成し、展示。

フォトコンテスト

・「小笠原の自然風景」「小笠原の生きもの」「小笠原の日常風景」の
3つのテーマで一般公募により写真を募集。
・応募のあった写真の中から、優れた写真40枚を厳選し、インフォ
メーションセンターのアートギャラリーにて展示。
・展示した写真については一般投票を実施し、グランプリ及び優秀賞
等を選定した。

記念映像の放映
・小笠原世界自然遺産の紹介映像（10～15分）を常設展示スペース
にて繰り返し放映。

一般

一般

都庁都民
ホール（東京
都新宿区）、
父島会場か
らオンライン
配信

10月4日
～24日

新宿御苑（東
京都新宿区）

1 遺産登録10周年記念式典

遺産登録10周年を記念し
た式典を行い、1年間の
PRイベント等のキックオ
フとする。

管理機関（環
境省、林野
庁、文化庁、
東京都、小笠
原村）

開催済
（6月26日）

Ogasawara Weeks
～世界自然遺産登録から
10年。小笠原の魅力に触れ
る20日間〜

2

小笠原を訪れたことのあ
る人、これから行きたい
人、自然派志向の人など
一般の人向けに、小笠原
の世界遺産、エコツーリ
ズムなどを広く発
信することによって、小笠
原諸島世界自然遺産を
PRするために実施するも
の。

管理機関（環
境省、林野
庁、文化庁、
東京都、小笠
原村）



番号 事業名（タイトル） 全体趣旨 事業項目 事業項目の内容 主催 場所 実施日・期間 対象者

セッション セッションごとに座長を設け、テーマ別に講演、意見交換を行う。

ブリーフィング
各セッションの結果を座長より発表し、全体で情報の共有、振り返り
を行う。

意見交換会

「小笠原諸島の自然環境を未来へつないでいくために」をテーマに、
他の世界自然遺産地域における研究者を招聘し、各地域の遺産管
理の現状等についてご講演いただく。また、前半の振り返りも踏まえ
てつつ、トークセッションを行う。

全体講評 取りまとめ

・小笠原ビジターセンター、小笠原世界遺産センターの合同企画展

・小笠原の自然環境、遺産価値を保全する取組に関わる人達を紹介
（管理機関と地域団体による取組を報告）

・これまでの10年の取組をまとめたパネルを両センターで展示する

東京Zoovie（公式YouTube）で「４園の小笠原の生物の保全」につい
ての動画を公開

YouTube
公開中（10月
10日～）

東京メトロ銀座駅で動画、パネル、ポスター等により小笠原の生きも
のを紹介する「ふるさとPR」イベントを開催

東京メトロ銀
座駅構内

開催済（10月
15日～21日）

講演会「未来につなごう！世界に誇れる小笠原の生き物たち」
小笠原の世界自然遺産登録10周年を記念し、東京動物園協会が
行っている小笠原の希少種保全取組を紹介

多摩動物公園
野生生物保全
センター

オンライン
2022年2月6
日

・地元講師、有識者による生物解説

・管理機関による取組説明

・作業体験？

自然環境の利用頻度、遺産と生活

遺産の取組の認知度、取組の官民連携

オガニマルズ（小笠原の動植物）人気投票

東京都

聟島・弟島

小笠原産の飼育動物を
活用した展示解説、イ
ベント等

小笠原村 6～7月

各園が飼育・保全に取組
む小笠原の動物を動画
やポスター等により紹介

世界自然遺産第1号であ
るガラパゴスの取組を学
ぶとともに、双方の連携
を強化する。

ガラパゴスの自然環境
保全に係る取組の講
演、意見交換等

・現地（ガラパゴス）の保全関係者等による講演
・意見交換
・パネル展示（小笠原ビジターセンター）

小笠原村

10 世界遺産村民意向調査
村民が遺産に関して肌で
感じていることを広く把握
する。

無人島の状況を、村民に
現地で直接見てもらい、
伝える。

全世帯と
小学5年
生～高校
3年生

研究者
管理機関
一般

2月23日
（水・祝日）

小笠原学術研究会

9

3

無人島視察会

8
遺産登録10周年記念講演
（チャールズ・ダーウィン財
団）

6
都立動物園・水族園との連
携企画

4

遺産登録10周年島内企画
展
「進化と変化を続ける島々
から聞こえてくる声」

遺産登録10年間の歩み
や取組状況等に係る展
示解説により、村民や観
光客に遺産の価値を再
認識してもらう。

パネル展示等による企
画展の実施（村民との
意見交換会の代わりに
ヒアリングを実施）

管理機関現地
事務局（環境
省、林野庁、
東京都、小笠
原村）

小笠原ビジ
ターセンター
遺産センター
母島（会場未
定）

11月～12月
（父島）
１～２月（母
島）

東京都立大
学
※オンライン
併用

科学委員会を中心とした
研究者による学術研究会
を開催し、10年間の自然
生態系の現状評価・レ
ビュー、10年後に向けた
提言をとりまとめる

小笠原学術研
究会実行委員
会（仮）

村民
観光客
（一般)

村民

開催方法
WEB講演会
（父島会場）
状況次第で
公開

コロナにより
現地からの
渡航断念

2022年予定

2022年3月1
日～4月3日

一般
夢の島熱帯
植物館企画
展示室

村民
観光客

7 都立植物園との連携企画

植物園の来園者に、小笠
原の植物の希少性や生
物多様性の価値等を伝
える。

記念パネル展
「世界自然遺産小笠原諸島展」
詳細は年明け以降に決定

夢の島熱帯植
物館

5
ディスカバリーフォトコンテ
スト

遺産登録10年周年を記
念し、大神山公園の魅力
をテーマにフォトコンテス
トを開催する。

フォトコンテスト

・大神山公園内、または園外から園内を撮影した人物、風景、動植
物などの写真を1人3点まで応募可能
・結果はHP及びTwitterで発表し、入選作品は小笠原ビジターセン
ター内特別ブースに展示

東京都公園協
会

オンライン
小笠原ビジ
ターセンター

7月22日～
2022年2月13
日
結果発表：3
月6日

一般

東京動物園協
会

一般



番号 事業名（タイトル） 全体趣旨 事業項目 事業項目の内容 主催 場所 実施日・期間 対象者

・オガニマルズ（小笠原の動植物）人気投票トップ10の写真

・アカギとリュウキュウマツで作製した写真立て

・生き物解説を島内外の縁の深い人へ依頼

・有識者による自然環境、生物の解説

・管理機関による取組説明

・船内放送、パネル展示

・次の10年の目標を、島民目線で考える

・管理機関は次の10年に向けた島民意識を体感する

・世界遺産に係る人物、団体へのインタビュー

・既存映像、新規映像を組み合わせた自然環境や取組の紹介

・30分×7本（ヒワの保全、保護増殖室密着、西之島・南北硫黄島、
エコツー、作業員密着、ネコP、海ゴミ）

・小笠原遺産ブースの出展

・他の自然遺産地域の紹介

・有識者による自然環境、生物の解説

・管理機関による取組説明

・船内放送、パネル展示

・講師は、東京都レンジャー（父島１名、母島１名）

・小笠原の自然、生活、活動の紹介

・リアルタイムで父島母島を紹介

オンライン環境学習講座

ノベルティ作成（写真立てと
生き物写真）

小笠原の自然を身近に
感じてもらうとともに、外
来樹木を活用することで
取組の普及啓発も図る。

小笠原村 全戸配布 12月頃

18 博物館特別企画展

硫黄列島の調査の様子
などを紹介し、あまり知ら
れていない硫黄列島の自
然の魅力を伝える。

神奈川県立生命の星・地球博物館にて特別企画展
「絶海の自然 -硫黄列島をゆく-」
・硫黄３島の位置・地形の模型を展示
・南硫黄島の調査の様子や成果、固有種や絶滅危惧種の動植物の
標本や写真を紹介
・硫黄３島それぞれの比較や他の海洋島である大東諸島との比較
・映像コーナーにて独自映像を上映

主催：神奈川
県立生命の
星・地球博物
館,IBO
後援：東京都
小笠原支庁ほ
か

神奈川県立
生命の星・地
球博物館

開催済（7月
17日～10月
31日）

小笠原海運
船内企画：村
予定

西之島 2022年予定
無人島の状況を、おが丸
から直接見てもらい広く
伝える。

父島列島
母島列島

未定

小笠原村

小笠原村観光
局
小笠原村

小笠原に興味がある人を
中心に島外向けに遺産を
観光の観点からPRする。

無人島の状況を、はは丸
から直接見てもらい広く
伝える。

未定

2022年予定

一般

都民が環境問題への理
解を深め、環境に配慮し
た自発的な行動を取れる
ように普及啓発。

東京都
公益財団法人
東京都環境公
社

オンライン
実施済
（6月27日）

一般都民
500名

一般

一般

一般

村民

一般島民向けに世界遺
産10年の取組、次の10年
に向けた目標を共有する

管理機関現地
事務局（環境
省、林野庁、
東京都、小笠
原村）

遺産センター 未定
一般島

民、島内
関係者

12

15

ははじま丸クルーズ

小笠原DAYとコラボ

16 おが丸クルーズとコラボ

17

11

13 島民座談会

14 特別番組放映

村民が普段見ることのな
い無人島等の状況を映
像を通じて伝え、遺産管
理への理解を促す。

管理機関現地
事務局（環境
省、林野庁、
東京都、小笠
原村）

小笠原村
ケーブルテレ
ビ
YouTube

１月頃 一般
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小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念式典 開催結果 

 

１．開催概要 

【目的】 

小笠原諸島は維管束植物や陸産貝類の高い固有種率や適応放散に代表される現在進行中の種分

化が見られること等が高く評価され、2011 年６月に我が国４番目の世界自然遺産に登録された。

そして、2021 年は世界自然遺産登録から 10 年となる節目の年であり、これまでの取組を振り返

り、次の 10年へとつなげていくとともに、この機会に島外の多くの人々に小笠原諸島の魅力を広

く発信するため、この度、遺産登録 10 周年事業として「小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周

年記念式典」をオンラインにて開催し、国内における世界自然遺産に対する保全の意識を高め、

後世に引き継いでいくことを目的とした。 

 

【開催日時】令和 3 年 6 月 26 日（土）15時 00 分～17 時 00 分 

【会  場】都民ホール（都内）及び小笠原世界遺産センター（父島）より動画配信。 

一般視聴者は、Youtube より動画視聴 

【主  催】小笠原諸島世界自然遺産地域管理機関 

 

【プログラム】 

※司会進行：芦川 愛子（フリーアナウンサー） 

15:00 主催挨拶 

環境副大臣 笹川 博義 

東京都知事 小池 百合子 

関東森林管理局長 上大田 光成 

15:10 来賓祝辞 

15:15 表彰・受賞者紹介 

   「令和 3 年度野生生物保護功労者」 小笠原海運 

   「令和 3 年度 みどりの日 自然環境功労者」 小笠原海洋島研究会 

15:20 記念講演①「小笠原のマイマイに進化を見る」 千葉 聡（東北大学 教授） 

15:20 記念講演②「小笠原諸島 誕生の秘密」 海野 進（金沢大学 教授） 

   16:00  ゲスト講演「さかなクンが語る！小笠原の海のいきものの魅力とは？」 

さかなクン（地球いきもの応援団） 

16:20 トークセッション「未来へつなげていくためにできること」 

全体コーディネーター：可知 直毅（東京都立大学 特任教授） 

登壇者：千葉 聡（東北大学 教授）／海野 進（金沢大学 教授）／さかなクン（地球

いきもの応援団）／渋谷 正昭（小笠原村 副村長）／芦川 愛子（フリーアナ

ウンサー） 

  16:55 おわりに（小笠原村長 森下 一男）    

  17:00 エンディング（遺産紹介映像の放映） 
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２．結果概要 

【申込状況】 

◆申込件数…577 件 

◆視聴者数…768 人 ※申告による人数 

◆申込者属性（n=564） 

・年齢 50代が最も多く約 3割を占めた。

30 代以下も 3 割を超え、比較的幅広い

年齢層から申し込みがあった。 

・居住地域 小笠原村居住者は約 2 割で、

都内（23 区、多摩地域）が最も多く、

約 4 割を占めた。その他地域では、海

外からの申し込みもあった。 

・渡航経験 居住経験者が約 2.5 割、渡航

経験者が約 4 割、渡航経験なしが約 3.5

割と、様々な属性から申し込みがあっ

た。 

 

 

【視聴状況】 

◆視聴回数：986 

◆ユニーク視聴者数：528 ※推定ユーザ

ー数 

◆最大同時接続数：336 

◆視聴者の感想（n=205） 

・内容、時間ともに高い満足度が得られた。 

・今後のイベント開催方法については、

「オンライン開催が良い」が半数を超

え、オンライン開催に利点を感じてい

る視聴者が多いとみられる。 

 

【配信の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

配信会場（都民ホール）の様子  トークセッションの様子 

  

56% 12% 31%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

開催方法(n=205,SA)

オンライン開催が良い 会場開催が良い

どちらでも良い 無回答

1% 2%

11% 18% 22% 27% 12% 5%

1% 2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年齢(n=564,SA)

9歳以下 10代 20代 30代
40代 50代 60代 70代
80代 90歳以上 無回答

17% 3% 38% 1% 27% 12%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住地域(n=564,SA)

小笠原村父島
小笠原村母島
東京都内（23区、多摩地域）
東京都内（小笠原村以外の島しょ地域）
関東地方（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川）
その他
無回答

17% 7% 24% 13% 23% 11% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小笠原への渡航経験(n=564,SA)

住んでいる
住んでいた
旅行で行ったことがある
研究や仕事で行ったことがある
行ってみたいと思っているが、行ったことはない
行ったことはない
無回答
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小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念フォトコンテスト 開催結果 

 

 

３．開催概要 

【目的】 

小笠原諸島は維管束植物や陸産貝類の高い固有種率や適応放散に代表される現在進行中の種分

化が見られること等が高く評価され、2011 年６月に我が国４番目の世界自然遺産に登録された。

そして、2021 年は世界自然遺産登録から 10 年となる節目の年であり、多くの魅力を有する小笠

原諸島を次の 10 年、さらにその先へつなげていくため、この度、遺産登録 10 周年事業として「小

笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念フォトコンテスト」を開催し、世界自然遺産の価値

認識を高め、後世に引き継いでいくことを目的とした。 

 

【開催日時】令和 3 年 8 月 18 日（水）～9 月 15日（水） 

【募集テーマ】①小笠原の自然風景／②小笠原の生きもの／③小笠原の日常風景 

【募集方法】Web 上の応募フォームによる 

 

【選考基準】後世まで伝えたい小笠原の魅力を描写していること、写真を見た人が行ってみた

くなるような小笠原の魅力を描写していること 

【選考方法】①事務局による入選候補の選定、②一般投票及び事務局による最終審査 

【表彰内容】グランプリ 1 作品、優秀賞 3 作品、入選 36 作品 

       ※優秀賞以上の作品には、賞状と副賞を贈呈予定 

 

【主   催】小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念フォトコンテスト 事務局 

      （環境省関東地方環境事務所、林野庁関東森林管理局、東京都、小笠原村） 
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４．結果概要 

【応募状況】 

◆応募者数…138 名 

◆応募作品数…874 点 ※1 人あたりの応募点数は無制限 

◆応募属性等 

・応募者アンケートの結果概要は下記のとおりである。 

・6 月末に開催した 10 周年記念式典（主催：管理機関）の参加申込者の属性と比較すると、

若年層、島内居住者、居住経験者の割合が高くなっている。 

年齢 30 代が最も多く約 3 割を占めた。

半数以上が 30 代以下と、比較的若い層

からの申し込みが多かった。 

※式典申込者は、約 6割が 40代以上であった。 

居住地 島内が約 3 割、島内を除く関東地

方が約 6 割、その他地域が約 1 割であ

った。北は福島、南は鹿児島まで、全国

各地より申し込みがあった。 

※式典申込者は、約 8割が島外居住者であった。 

居住・来訪経験 居住経験者が約 3.5 割、

来訪経験者のある人が約 6 割で、比較

的幅広い年齢層から申し込みがあった。 

※式典申込者のうち、居住経験者は約 2.5 割であ

った。 

応募動機 9 割以上が「小笠原が好きだか

ら」と回答した。次いで「写真・カメラ

が好きだから」との回答も半数を超え

た。その他の具体例として「小笠原の魅

力を伝えたいと思ったから」、「また行

きたい場所だから」との回答が複数見

られた。 

 

【一般投票状況】 

◆投票数…879 票 

（新宿 623 票、父島 130 票、母島 126

票） 

・新宿御苑（10/5～10/24）、小笠原世界遺

産センター（10/25～11/5）、沖港船客待

合所（10/5～10/19）にて、一般投票を

行った。 

・一般投票の結果は、最終審査の参考とし

た。 

19.5%
92.5%

63.2%
6.0%
15.0%
10.5%

0.0% 50.0% 100.0%

「世界自然遺産」が好き

小笠原が好き

写真・カメラが好き

フォトコンへの応募が好き

賞品が魅力的だった

その他

応募動機(n=133,MA)

27.5% 7.2% 57.2% 5.1%

0.7%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住・来訪経験(n=138,SA)

住んでいる
住んでいた
旅行で行ったことがある
研究や仕事で行ったことがある
行ったことはない
無回答

21.7% 5.8% 32.6% 0.7% 23.9% 13.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居住地(n=138,SA)

小笠原村父島
小笠原村母島
東京都内（23区、多摩地域）
東京都内（小笠原村以外の島しょ地域）
上記以外の関東地方
その他
無回答

2.2% 22.5% 32.6% 19.6% 18.8% 2.9%

0.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年齢(n=138,SA)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 無回答



 

5 

【審査結果】 

・一次選定として、事務局にて入選作品 40 点を選定した。 

・その後、一般投票及び事務局による最終審査を経て、グランプリ 1 作品、優秀賞 3 作品、

特別賞 1 作品を選定した。 

・なお、グランプリは 3 テーマ全体で最も評価の高かったもの、優秀賞は各テーマから 1 作

品ずつ選定した。 

・特別賞は当初設定していなかったが、優秀賞にも匹敵する高い評価を得たことから、優秀

賞の次点として各テーマから 1 作品ずつ選定した。 

 

◆グランプリ 

 
『いざ！母島へ』（高橋小太郎 撮影） 

撮影地：ははじま丸船上 
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◆優秀賞 

テーマ 1：小笠原の自然風景 テーマ 2：小笠原の生きもの 

 
『Mirror Reflection』(Matsuno Simona 撮影) 

撮影地：母島・蓬莱根 

 
『synchronicity』（小林修一 撮影） 

撮影地：父島沖 

テーマ 3：小笠原の日常風景 

 
 『いってらっしゃい！』（宮城雅司 撮影） 

撮影地：母島・沖港 

◆特別賞 

テーマ 1：小笠原の自然風景 テーマ 2：小笠原の生きもの 

  
『ハートロックと子クジラ』（小川竜太 撮影） 

撮影地：父島沖 
『羽ばたき』（木戸寛之 撮影） 

撮影地：母島・南崎 

テーマ 3：小笠原の日常風景 

 
『ある日の昼下がり』（望月啓市 撮影） 

撮影地：父島・宮之浜 
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小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念事業 

「Ogasawara Weeks ～世界自然遺産登録から 10 年。小笠原の魅力に触れる 20 日間～」  

開催結果 

 

 

１．開催概要 

【目的】 

小笠原諸島は維管束植物や陸産貝類の高い固有種率や適応放散に代表される現在進行中の種分

化が見られること等が高く評価され、2011 年６月に我が国４番目の世界自然遺産に登録された。

そして、2021 年は世界自然遺産登録から 10 年となる節目の年であり、この機会に島外の多くの

人々に小笠原諸島の魅力を広く発信するため、この度、遺産登録 10 周年事業として新宿御苑にお

いて「Ogasawara Weeks ～世界自然遺産登録から 10 年。小笠原の魅力に触れる 20日間～」を開

催し、世界自然遺産の価値認識を高め、後世に引き継いでいくことを目的とした。 

 

【開催日時】令和 3 年 10 月 5 日（火）～10月 24 日（日）9 時 00 分～16時 30 分 

【会  場】新宿御苑インフォメーションセンター（東京都新宿区） 

【主  催】小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念 Ogasawara Weeks 事務局 

      （環境省関東地方環境事務所、林野庁関東森林管理局、東京都、小笠原村） 

 

【実施内容】 

・小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念フォトコンテスト作品展示 

…「後世まで伝えたい小笠原の魅力」をテーマに公募したフォトコンテスト（詳細は別

紙参照）の入賞作品の展示及び人気投票を実施した（投票数 623 件）。 

・記念パネル展 

…世界自然遺産登録から 10 年間の取組等を紹介したパネルを展示した。 

・記念映像放映 

…世界自然遺産登録 10 周年を記念して制作した、小笠原諸島の風景や生きもの等の紹

介映像を上映した。 

 

【来場者数】 

7,719 名 ※開催期間中（20 日間）の新宿御苑インフォメーションセンターの来館者数 
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２．開催風景 

①小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念フォトコンテスト作品展示 

  

 

②記念パネル展 

  

 

③記念映像放映 

 
 
 
 
 
 
 
 

記念映像放映ブース横で 
遺産関連パンフレットを配布⇒  
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小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念大会「小笠原学術研究会」実施概要（案） 

 

名 称 ： 小笠原諸島世界自然遺産地域登録 10 周年記念大会 小笠原学術研究会  

 

テーマ ： 「小笠原諸島世界自然遺産」を未来へつないでいくために（仮） 

       平成 23 年 6 月に小笠原諸島が世界自然遺産に登録され、今年で 10 年目となるこ

の機会に、これまでの小笠原諸島世界自然遺産地域の現状を科学的見地から改めて

評価し、他の世界自然遺産地域における有識者を招聘することによって、外部の視

点も取り入れて次の 10 年に向けて取り組むべきことを整理することを目的として

いる。 

 

主 催 ： 小笠原学術研究会実行委員会（委員長 可知直毅先生） 

運営事務局：環境省関東地方環境事務所、林野庁関東森林管理局、東京都、小笠原村 

 

日 程 ： 令和４年 2月 23 日（水）【確定】 

 

会 場 ： 東京都立大学（〒192-0397 東京都八王子市南大沢１－１） 

 

開催方法： 対面／Web ハイブリッド（※一般傍聴も想定。当日配信も検討中） 

       

プログラム： 

10：00 開会挨拶（10 分）（小笠原学術研究会実行委員会 委員長 可知直毅先生） 

可知委員長による開会挨拶及び小笠原諸島 10年間の振り返りを行う。 

 

  10：20～12：00 セッション（100 分） 

セッションごとに座長を設け、テーマ別に講演、意見交換を行う。 

 

■セッション１ 「世界自然遺産地域における管理制度について」 

（座長：吉田 正人先生（筑波大学大学院）） 

■セッション２ 「地域との合意形成の築き方について」 

（座長：織 朱實先生（上智大学大学院）） 

    ■セッション３ 「小笠原諸島の植物について」 

     （座長：清水 善和先生（駒澤大学）） 

    ■セッション４ 「小笠原諸島の動物について」 

（座長：川上 和人先生（森林総合研究所）） 

 

 12：00～13：00 昼休み（60 分） 

 

13：00～14：00 ブリーフィング（60 分） 
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可知委員長の進行により、各セッションの結果を座長より発表（各 15 分程度）。全体で情報の

共有、振り返りを行う。 

  

14：00～14：15 休憩 

 

14：15～15：45 【５】意見交換会（90 分） 

テーマ「「小笠原諸島世界自然遺産」を未来へつないでいくために（仮）」 

他の世界自然遺産地域における研究者（以下の通り）を招聘し、各地域の遺産管理の現状等に

ついてご講演いただくとともに、前半の振り返りも踏まえて可知委員長（座長）によるトーク

セッションを行う。 

 

  ●白神山地世界自然遺産地域科学委員長／森林総合研究所所長 中静 徹先生 

  ●屋久島世界自然遺産地域科学委員長／一般社団法人九州オープンユニバーシティ研究部長

／福岡市科学館館長 矢原 徹一先生 

    ●奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産地域科学委員会／北九州市立自然史・

歴史博物館館長 伊澤 雅子先生 

    ●知床世界自然遺産地域科学委員会委員／北海道大学大学院農学研究院 中村 太士先生 

 

15：45～15：55 【６】全体講評 

可知委員長より全体講評（まとめ） 

 

16：00 閉会（司会進行により） 
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小笠原諸島世界自然遺産登録１０周年 島内企画 

■パンフレットの作成【小笠原村】 

・目的：小笠原の自然遺産の価値と遺産管理のための取組に関す

る普及啓発に用いるため。 

・方法：島内関係者はじめとした村民や有識者、過去の行政関係

者23組31名へのヒアリングと当時の資料提供依頼を実

施（Ｒ２年度の遺産に関する村民意見交換会の開催が難

しい状況にあるため、個別のヒアリングに替えることで、

村民意見等の把握に努めることとする。） 

・時期：令和２年度中にヒアリング、令和３年４月に編集、６月

頃に完成、全戸配布。 

・構成：小笠原の自然遺産に関わってきた人たちへのインタビュ

ー形式で１年ごとにまとめて、10年間を振り返る。 

・表題：小笠原諸島世界自然遺産 登録から 10年の軌跡 

「進化と変化を続ける島々の自然と暮らしを紡ぐヒトビト」 

■世界自然遺産に関する村民意向の把握【小笠原村】 

・目的：村民が遺産に関して肌で感じていることを広く把握し、遺産に関する取組を今後も進めてい

く際の参考とする。平成27年時の同調査との意向の変化を検証する。 

・方法：全戸配布（世帯向け：39 問）と学校配布（小 5・6 年向け：2 問、中高生向け：27 問）に    

よるアンケート調査 

・時期：令和３年６～７月 

・内容：自然環境の利用頻度、遺産への希望と期待、遺産と生活、取組の認知度、村民と行政の連携、

小笠原の生き物：Oganimals人気投票（トップ 10はノベルティ写真に採用） 

・結果：世帯の 34.5%（494／1,433世帯）、小学 5～6年生59名、中高生120名から回答 

    詳細は H.P.に掲載 https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kankyo/kankyo_keihatsu/ 

■ノベルティの作成（写真＆写真立て）【小笠原村】 

・目的：小笠原の遺産価値の礎となっている生き物を

魅力的な写真とともに紹介することで、遺産

を身近に感じてもらうため。併せて小笠原の

外来樹木を活用した写真立てをセットに 

することで取組の普及啓発も図る。 

・方法：全戸配布 

・時期：令和３年 12月頃 

・内容：小笠原の生き物トップ 10 の写真カードとア

カギ・リュウキュウマツで作成した写真立て 

・分量：紙部分：180×110㎜の両面フルカラー12枚 

木部分：180×38×13㎜ 
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【構成一覧】                           ◎：フォトコン入選作品 
表面 裏面 表面 裏面 

ノベルティ作成の

趣旨 

風景写真◎ 

１月カレンダー、 

環境課長挨拶 
ヒメツバキの写真◎ 

７月カレンダー、 

和田美保氏の生き物 

紹介文 

ザトウクジラの 

写真◎ 

２月カレンダー、 

辻井浩希氏（OWA）の 

生き物紹介文 

オガサワラ 

カワラヒワの写真 

（川口大朗氏） 

８月カレンダー、 

川口大朗氏（アイランズ

ケア）の生き物紹介文 

アカガシラカラス 

バトの写真◎ 

３月カレンダー、 

おが高生のアカポッポ

あいうえお作文 

イルカの写真◎ 

９月カレンダー、 

森恭一氏（帝京科学大

学）の生き物紹介文 

オガサワラオオ 

コウモリの写真 

（井上正隆氏） 

４月カレンダー、 

鈴木直子氏（IBO）の 

生き物紹介文 

アオウミガメの 

写真◎ 

10月カレンダー、 

近藤理美氏（海洋センタ

ー）の生き物紹介文 

ハハジマメグロの 

写真◎ 

５月カレンダー、 

川上和人氏（森林総研）

の生き物紹介文 

オガサワラ 

オカモノアラガイ 

の写真◎ 

11月カレンダー、 

庄子恭平氏（おかん研）

の生き物紹介文 

オガサワラノスリ 

の写真◎ 

６月カレンダー、 

千葉夕佳氏の生き物 

紹介文 

写真立てができる

まで 

写真立て取扱い時

の注意文 

12月カレンダー、 

橋尾昌義氏（グリーン）

の写真立ての紹介文 
 

■島内パネル展【管理機関 現地事務局】 

・目的：小笠原の自然環境、遺産価値についての展示が充実し

ている小笠原世界遺産センター、小笠原ビジターセ

ンターにて、それらの取組と関わる人達を紹介する

ことで、遺産管理のための取組への理解を促す。開館

していればいつでも来館可能なため、遺産に関する

普及啓発の裾野を広げることが期待できる。 

母島での出張展示も予定。 

・時期：令和３年 11～12月（母島は翌年１月以降） 

・企画展名と趣旨 

「進化と変化を続ける島々から聞こえてくる声」 

ビジターセンターと遺産センターでの合同企画となるこ

とから、「声のヌシ」として、「紡ぐヒト」と生き物（在来種、

外来種）が登場する。 

常設展示を活用し、「知っている人が登場するなら見に行こうかな」となることを狙い、島民も  

行きたくなる、両施設に来館する仕掛けを工夫。 

・展示内容   Ｖ：ビジターセンター  Ｈ：遺産センター 

・列島から聞こえてくる声：取組と人の紹介（Ｖ 聟島列島・父島列島  Ｈ 母島列島） 

・年表 （Ｖ 小笠原誕生～2016年  Ｈ 常設展示の年表の右側に 2017～2021年を追加） 

・個性派Oganimals（在来種）ベスト１０（両施設５種ずつ展示） 

・黒船軍団（外来種）１０選（両施設５種ずつ展示） 

・オガグワの集い展 Ｖ（オガサワラグワの紹介、Ｒ１講演会データを活用、実物展示） 
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・紡ぐヒトビトの声：意向調査結果を常設展示にＡ３サイズ×13枚を両施設にちりばめる 

・すごろく（Ｖ 都Ｒ  Ｈ 環境省作成）→ゴールしたら景品（しぶや木工製作のアカギトンボ） 

・フォトコーナー（Ｖ フォトプロップス  Ｈ 顔はめパネル） 

【展示風景】 
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■番組制作【管理機関 現地事務局】 

・目的：小笠原の父島、母島、無人島の自然環境とそこで行われている保全対策、それに関わる人達

を取材し、村民が普段見ることのできない無人島等の状況を、映像を通して伝えることで、

遺産管理のための取組への理解を促す。映像配信であることから、外出せずに見ることが可

能なため、様々な人が視聴することにより、遺産に関する普及啓発の裾野を広げることが期

待できる。10 周年が終了した後も、遺産価値や保全の取組を島内外に紹介するためのツー

ルとして使用する。 

・時期：令和３年度中に撮影、編集、配信 

・広報：Ａ４片面で番組名と趣旨、番組表が入ったチラシを放送直前に全戸配布予定。 

・配信：小笠原村ケーブルテレビ及びインターネット 

・分量：30分程度×７番組。ケーブルテレビでは 7日間、同時刻に放送 

・全体番組名：Ogasawara World Natural Heritage Site 10 Anniversary Week（仮称） 

副題 ～自然と暮らしを紡ぐヒトビト～ 

・趣旨：世界自然遺産に関連する人物もしくは団体にスポットを当て、そこから自然環境、取組の紹

介まで話題を広げる。 

【番組構成（配信順未定）】 
番組名（仮） 主な内容 

オガヒワを 

知っていますか？ 

・オガサワラカワラヒワの保全の取組紹介 

・ヒワ研究者に密着 

・向島の自然を紹介 

ガラス張りの 

部屋のナゾ 

・マイマイとハンミョウプロジェクトの紹介 

・世界遺産センターの保護増殖室の１日に密着 

・兄島、巽島の自然を紹介 

秘境の島 
・南硫黄島、北硫黄島、西之島の調査の紹介 

・調査に行ったスタッフ・専門家へのインタビュー 

エコツーの 

その先へ 

・小笠原を観光面から支える人たち（父母ガイドと村長）の対談 

※11/11の都のガイド能力向上講習と連携 

毎朝４時起床 

現場は無人島 

・媒島（過酷さ）、嫁島（ネズミ対策）、弟島（人材育成）の自然や植生回復

成果の紹介 

・無人島の現場作業員に密着 

おがニャン 

プロジェクト 

・小笠原ネコプロジェクトの紹介（山域のネコ捕獲と集落の飼いネコ管理

の両輪で進行） 

・ネコ隊～ねこまちに密着 

・内地に行って飼いネコになるまで 

・ペット条例の紹介 

ＵＭＩＧＯＭＩ 
・海ゴミに関わっている団体、村の仕事の紹介 

・海ゴミの現状と海洋生物への影響 

・日々できること（ゴミ拾い） 

オガミニッツ 

（ショート映像） 

・１～２分／本×14本程度（番組の合間にＣＭのように入る） 

・コンセプトは誰でも行ける場所の自然や生き物紹介 

【トピック】 

メグロ、母遊歩道、陸産貝類、カニ類、セミ、南島、オガもり、ヨシノボリ、

ＧＳＳの父母活動、遺産Ｃの希少種、結の道、聟島アホウドリ 
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応募作品の著作権・  

使用権・個人情報など  

• ○応募作品の著作権は撮影者に帰属します。 

• ○本フォトコンテスト主催・公益財団法人 東京都公園協会・後援・協力会社は広報宣伝物などへの掲載を目的とし、応募

作品を無償で使用する権利を有します。 

• ○作品を使用する際にデータサイズの圧縮やトリミングなどの加工をさせていただく場合がございます。 

• 〇作品を使用する際に連絡をさせていただく場合がございます。 

• ○入賞通知時に確認するお名前・ご住所・お電話番号などの個人情報は、賞品発送など本フォトコンテストを運営するため

に必要な範囲で使用させていただきます。また入賞者名、作品のタイトルなどは、主催・後援・協力各社で作品とともに使

用させていただく場合があります。 

• ○他人の著作権、肖像権を侵害するような行為が行われた場合、それに関するトラブルの責任は一切負いかねます。 

その他注意事項  

• ○入賞決定後に違反が判明した場合は、入賞を取り消しさせていただく場合がございます。 

• ○合成など著しい加工を施した写真はご遠慮ください。 

• ○本キャンペーンの応募にかかるインターネット接続料および通信費は応募者のご負担となります。 

• ○内容が以下に相当すると主催者が判断した場合には、主催者は何ら通知などを行わずに、審査の対象外とすることができ

るものとします。 

o ⑴ 応募規約などに反するもの。 

o ⑵ 公序良俗に反し、または反する恐れのあるもの。 

o ⑶ 第三者の著作権、肖像権その他の権利を侵害し、または侵害する恐れのあるもの。 

o ⑷ 第三者を誹謗中傷し、またそのプライバシーを侵害するもの。また、その恐れのあるもの。 

o ⑸ 法令などに違反し、または犯罪行為に結びつくもの。また、その恐れのあるもの。 

o ⑹ 当コンテストの趣旨などに合わないと主催者が判断したもの。 

o ⑺ 当コンテストの適正な運営を妨げるもの。また、その恐れのあるもの。 

o ⑻ 作品データが判読不可能なもの。 

• ○入賞通知について、賞品発送先のお名前・ご住所・お電話番号を確認させていただきます。 

• ○入賞作品について、入賞確定までに原版データの提出を依頼する場合があります。 
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小笠原諸島世界自然遺産 登録 10周年記念 

「初代世界自然遺産登録地ガラパゴス諸島から学ぶ 海洋島の環境保全」 

       WEB講演会（父島から発信）、写真展を同時開催 

 

1）事業概要 

2019年に締結した東京都とチャールズ・ダーウィン財団(CDF)連携協定に基づき、小笠原諸島世界遺

産登録 10周年の節目となる 2021年度に、保全に関して交流を深め知見を得るため、小笠原とガラパ

ゴスを中継してウェブ講演会を実施すると共に、ガラパゴスや協定を紹介する写真パネル展示会を行

う。 

 

2）実施者 

主催：東京都 

後援：環境省関東環境事務所、林野庁関東森林管理局、小笠原村 

協力：チャールズ・ダーウィン財団(Charles Darwin Foundation-Galapagos) 

   公益財団法人東京都公園協会、 

運営事務局：NPO法人日本ガラパゴスの会（NPO法人小笠原自然文化研究所、ビーアイオー）、東京都 

 

 

3） 日時と場所 

1.  ウェブ講演会「世界自然遺産ガラパゴス諸島から学ぶ」 

日時：令和4年 1月 15日（土）午前 9時〜11時 30分 

ガラパゴス時間 14日（金）18時〜20時 30分 

会場：環境省小笠原世界遺産センター(小笠原村父島)〜中継〜チャールズ・ダーウィン研究所（ガ

ラパゴス諸島サンタ・クルス島） 

視聴：オンラインライブ配信（You Tubeライブ）、後日期間限定公開予定 

2.  写真展示会「ガラパゴスの紹介〜子どもたちが撮った世界自然遺産〜」 

期間：令和4年 1月初旬〜3月下旬（予定） 

会場：東京都小笠原ビジターセンター（小笠原村父島） 

 

4） 企画内容 

1. ウェブ講演会 

小笠原諸島と同じ孤立した海洋島のガラパゴス諸島は、遺産価値を守るために求められる管理対

策には多くの共通点が考えられる。今回はガラパゴス諸島の遺産管理機関の担当者らより、これ

までの活動状況や今直面している課題を紹介してもらう。 

 講演プログラム 

① 挨拶：小笠原支庁長 

② 世界遺産10周年、小笠原の課題：（演者調整中） 

③ チャールズ・ダーウィン研究所：「ガラパゴスの自然遺産としての価値と CDFの活動」（ガラパゴ

スに関する動画放映 →CDFのプロモーション動画を字幕付きで。） 

④ ガラパゴス国立公園局：「現在のガラパゴスの保全活動」 

⑤ ガラパゴスバイオセキュリティ局「ガラパゴスのバイオセキュリティシステム」 

⑥ 質疑応答（会場およびウェブからの質問に答える） 

⑦ 挨拶：小笠原村長 
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※現地からの講演③〜⑤は逐次通訳（スペイン語または英語→日本語） 

 

2．写真ポスター「ガラパゴスの紹介〜子どもたちが撮った世界自然遺産〜」 

ガラパゴス国立公園局が行っている、子どもたちにガラパゴスの自然を知ってもらい保全意識を醸

成する環境活動の一環で中高生が撮影したガラパゴスの写真約 40 点を展示する。またチャールズ・

ダーウィン研究所が取り組む活動を紹介するパネルおよび、都とチャールズ・ダーウィン研究所の協

定を紹介するパネルを約 10 点展示する。さらに、ガラパゴスを代表する生物ガラパゴスゾウガメの

等身大レプリカも展示し、ガラパゴスを身近に感じてもらうきっかけとする。 

 

《運営事務局連絡先》 

NPO法人日本ガラパゴスの会 事務局 担当：奥野 

電話：070-6429-4770（直通）、03-6868-3053 

E-mail：info@j-galapagos.org 
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